
正しい知識で認知症の予防と見守りを　

見守る観客を幽玄の世界に誘う

認知症キャラバン・メイト交流会

日雲神社太鼓踊り奉納

　
市
が
事
務
局
と
し
て
主
催
す
る
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
交
流
会
が
３
日
、

水
口
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
は
、
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
偏
見

を
持
た
ず
に
暖
か
く
見
守
る「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
た
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
養
成
講
座
を
開
い
て
い

ま
す
。
こ
の
交
流
会
で
は
、
普
段
旧
町
単

位
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
が
、
今
ま
で
開
い

て
き
た
講
座
の
経
験
や
方
法
を
お
互
い
に

共
有
で
き
る
よ
う
全
員
の
前
で
各
々
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
専
門
的
な
医
療

用
語
が
登
場
し
、
内
容
が
難
し
く
な
り
が

ち
な
講
座
に
つ
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙

芝
居
を
作
る
な
ど
様
々
な
工
夫
が
発
表
さ

れ
、
参
加
者
も
他
地
域
の
持
つ
ア
イ
デ
ィ

ア
に
感
心
し
た
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
太
鼓
踊
り
の
奉
納
が
７
日
、
信
楽
町
牧
の

日
雲
神
社
境
内
で
行
わ
れ
、
お
よ
そ
１
０
０

名
の
見
物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
牧
の
太
鼓
踊
り
」は
、
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化

な
ど
で
担
い
手
が
少
な
く
な
る
中
、
日
雲
神

社
太
鼓
踊
保
存
会
と
鼓こ

友ゆ
う

会か
い

が
小
学
生
な
ど

を
対
象
に
後
継
者
育
成
に
尽
力
し
、
こ
の
伝

統
を
今
に
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
静
謐
な
夜
の
境
内
で
か
が
り
火
を
中
心
に

輪
に
な
っ
た
一
行
は
、
音
頭
に
合
わ
せ
太
鼓

を
リ
ズ
ム
よ
く
叩
き
、
五
穀
豊
穣
や
雨
ご
い

の
踊
り
を
次
々
に
舞
い
、
奉
納
を
見
守
る
観

客
を
幽
玄
の
世
界
に
誘
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
20
年
に
一
度
実
施
の
伊
勢
神
宮
式

年
遷
宮
奉
祝
祭
に
お
い
て
10
月
27
日（
日
）、

同
神
宮
内
宮
で
こ
の
太
鼓
踊
り
が
、
県
を
代

表
し
て
奉
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲日ごろの活動内容を共有

▶
境
内
の
か
が
り
火
を
中
心
に

フィリピンの小さな島の村「シンカラン」との交流
シンカラン村交流事業報告会　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
小
さ
な
島
の
村「
シ
ン

カ
ラ
ン
」と
の
交
流
事
業
の
報
告
会
が
８

日
、
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
で
行
わ

れ
、
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
報
告
を
行
っ
た
の
は
立
命
館

大
学
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
B
E
P
P
I
N
」の
皆
さ
ん
で
す
。
同
団

体
は
、
６
年
前
か
ら
本
事
業
を
進
め
る
市

内
在
住
の
西
川
さ
ん
ら
と
と
も
に
渡
航

し
、
現
地
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
デ
イ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
や
、
貯
水
槽
の
設
置
に
携
わ
り

ま
し
た
。
現
在
は
、地
元
素
材
の
マ
ン
ゴ
ー

を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
な
ど
を
開
発
販
売
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
一
人
は「
日
本
で
は
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
知
れ
て
、
視
野
が
と

て
も
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
カ
ラ

ン
の
人
の
優
し
さ
に
触
れ
て
心
が
熱
く
な

り
ま
し
た
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

▲地域の皆さんに活動内容を発表する
　学生たち

信楽焼の窯元を
縁の下から支える女将さん
信楽窯元散策路おかみさんの会

　　　　　　　　　　 谷
た に

井
い

 祐
ゆ う

子
こ

さん

「おかみさんの会」
は、2010 年に開催さ
れた「第１回信楽まちなか
芸術祭」後に発会しました。
窯元散策路付近の窯元が、もっ
と信楽の本当の姿を知ってもら
いたいと結成した「窯元散策路
のWA」の女将さんたちによっ
て起ち上げられました。
　同会代表の谷井さんに
お話しをうかがいま
した。

◆設立のきっかけは？
　�　既に窯元散策路の魅力を広げようと近辺の窯元
の後継者で結成された「窯元散策路のWA」が、活
動を始めていたので、その女将さんたちで何かで
きることはないかと思いました。散策路内のポ
ケットパークにきれいなお花を植えたのが最初の
活動ですね。
◆現在の活動は？
　�　私たちは、女性ならではのソフトな雰囲気作り
をしていきたいと思い、活動しています。５月に
は、おかみさんの会独自のイベントとして「窯元
でアートなお茶会」を企画しました。
　�　メンバーは皆、仕事や家事に忙しいのですが、女
将さんたちが一堂に会する場ができたことによっ
て横のつながりが生まれ、他所のことを考える余
裕ができてきたことで、まちなか全体、信楽全体
と広い視野で考えられるようになってきました。
◆では、今後は活動を広げて？
　�　まだまだ始まったばかりだというのが正直な考
えです。今は、活動を広げていくよりも自分たち
の足元を固めて普通の生活をする中で、訪れてい
ただいた方が信楽のファンになってもらえるよう
なおもてなしができるようにしたいと思っていま
す。その為に、市外へ視察に行ったり、異業種、
他団体と交流したり、そのお手伝いをしてみたり、
自分たちが楽しめる形で地道に活動を充実させて
いきたいと考えています。
　�　私たちだけでなく、皆さんの力を結集して、こ
のまちにきたらどこかで誰かが何かをやっている
ような楽しいまちになっていってほしいと願って
います。

◀窯元散策路で
　談笑する窯元の
　女将さんたち

大雨被害にボランティア集結
台風18号被害災害復旧

�　

台
風
18
号
に
伴
う
大

雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
た
信
楽
町
で
被
災
直

後
よ
り
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

支
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
市
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
力
し
運
営
す
る
甲

賀
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
は
、

一
刻
も
早
い
災
害
か
ら
の
復
旧
を
支
援
し
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
登
録
に
訪

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
々
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
声
を
か
け
あ
っ
た
大
学
生
や

一
般
の
社
会
人
な
ど
様
々
で
、
仕
事
や
休
暇
予
定
を
返
上
し
て
、
災
害
支
援
に
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
援
を
受
け
た
住
民
の「
途
方
に
暮
れ
て
い
た
所
を
助
け
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
」と
の
言
葉
に
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は「
こ
れ
は
遊
ん
で

い
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
。来
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
声
を
詰
ま
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

▲土砂をかきわけ溝を作るボランティアの皆さん

「地域に根付いた企業が魅力です」
甲賀JOBフェア

　

市
内
の
企
業
や
事
業
所
が
一
同
に
会
す
る
合
同
就
職
面
接
会「
甲
賀
J
O
B

フ
ェ
ア
」が
18
日
、
碧
水
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
人
の
新
卒
学
生
や
若

年
求
職
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
面
接
会
は
、
市
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
賀
と
協
力
し
、
求
職
者
の
就
業
支
援
、

市
内
企
業
の
活
性
化
を
目
的
に
企
画
し
た

も
の
で
、
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
25
の
企
業
や
事
業
所
が

ブ
ー
ス
を
構
え
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿

の
求
職
者
が
お
目
当
て
の
企
業
を
訪
ね
た

り
、
多
業
種
の
話
を
聞
く
た
め
に
ブ
ー
ス

を
転
々
と
す
る
な
ど
し
、
人
事
担
当
者
の

説
明
に
熱
心
な
眼
差
し
で
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は「
地
域
に
根
付
い
た

企
業
が
魅
力
で
す
。
色
ん
な
地
域
企
業
の

話
を
聞
け
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲企業ブースで面談する求職者
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